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宗教の神学宗教の神学

宗教的多元性に対する
神学的応答
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キリスト教の形成と宗教的多元性

イエス運動からキリスト教へ

– ユダヤ教との関係

– ギリシア・ローマ的宗教との関係

• 例１：アテネでのギリシア人たちとの議論
（使17:16-34）

• 例２：偶像に備えられた肉（一コリ 8:1-13）

コンスタンティヌス体制の中のキリスト教
– 313年、キリスト教はローマ帝国の公認宗教

– 強力な「宗教的一元性」の確立
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宗教的多元性の土壌としての
社会の「世俗化」

世俗化とは？

– もともとの意味は、宗教改革の時代に、土地が教会
の支配から解放されること。

– キリスト教の社会的影響力が減退する現象。

世俗化がもたらしたもの

– 政治的には民主主義、経済的には資本主義、社会
システム的には官僚制、文化的には科学技術への
信頼を生み出した。

– 世俗化は西欧社会の近代化の原動力となった。
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宗教的多元性に対する3つの類型

1. 排他主義（exclusivism）

2. 包括主義（inclusivism）

3. 多元主義（pluralism）
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１．排他主義

伝統的なカトリックの宗教理解

– 「教会の外に救いなし」

プロテスタントの保守派

特徴

– キリスト教と他宗教との間の「断絶」を強調

– 聖書の権威を強調――逐語霊感説

– キリスト論を強調――Ｋ・バルトへの言及
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２．包括主義

第二バチカン公会議以降のカトリック
– 宣言「我らの時代に」（Nostra Aetate）で他の宗教の
真理性を否定しないことを確認

1960年代以降の世界教会協議会（WCC）にお
ける他宗教理解

特徴
– 救済は他の宗教においても可能（神の恵みの普遍
性）

– キリスト教と他宗教との間には包括的な上下関係が
あると考えられる。
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包括主義の例（１）

カール・ラーナー
– 「匿名（無名）のキリスト者」
– 諸宗教の存在意義はキリスト教との一致の程度に
よって計られる。

ハンス・キュンク
– 世界平和の視点から宗教間対話の必要性を説く。
– 異なったパラダイムが同時に存在している状況が、
宗教内の紛争と宗教間の紛争の一因となっていると
考える。

– エキュメニカルな真理基準
• 人間的であること（das Humanum）
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包括主義の例（２）

涅槃

自然との一体

慈悲

仏 教

永遠の生命

自然の支配

愛

キリスト教

パウル・ティリッヒ

– 晩年、Ｍ・エリアーデと宗教史に関する共同のゼミを
持つ。キリスト教と仏教の対話にも関心を向ける。
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３．多元主義

宗教的多元性は恒常的なものであり、それはい
かなる単一の宗教にも取って代えられることは
ない。
諸宗教の中には固有の真理契機がある（ただし、
すべての宗教が救済的意義を持っているわけ
ではない）。
いかなる宗教も、最終的・絶対的・普遍的な真
理を保持していると言うことはできない。
キリスト教信仰にとってイエスは独特の意味を
持っているが、その独自性は排他的な形で優越
性・超越性と結びつけられるべきではない。
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多元主義の例

倫理的・実践的動機づけから

– 宗教多元社会において絶対的な真理主張を
行うことは非倫理的であると考える。

– 解放の神学、フェミニスト神学からの影響

• Ｐ．ニッター、Ｒ．Ｒ．リューサーら

宗教哲学的・理論的動機づけから

– ジョン・ヒック：「実在者」「究極者」

– レイモン・パニカー：複数の神的実在者
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3つの類型の相互関係
多元主義者による進歩史的理解

排他主義 包括主義 多元主義

世俗化・グローバル
化する世界の実情

現代
世界

排他主義

包括主義

多元主義
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宗教間対話の課題と展望

理論的な共通基盤を求めるより、「宗教経験」の
場（トポス）を共有すること。

神論および「神の国」の再解釈。救済の現実へ
の視点（特に抑圧された者に対する視点）。解
放の神学からの洞察。

人間論の展開。特にフェミニスト神学との関係
において。

終末論的な知恵。「唯一性」の体験的洞察。「絶
対性」のリハビリテーション。


